
Ｈ２３ 獣医学教育の改善・充実のための調査研究協力者会議 報告書による提言

☆ 国際水準の獣医学教育の提供

充実した獣医学教育の実施、自律的な教育改善を促す質保証システムの構築
※各大学の取組の成果を検証し、結果を公表するなど、その確実な取組を推進していく必要

【H23～】
現在の
進捗
状況

（着手を含む）

【H28～】
今後の
目標

取組事項

当面の目標

Ｈ23 ・モデル・コア・
カリキュラム策定
・各大学カリキュラム
見直し

Ｈ24  ・共同学部の開設
鹿児島大・山口大
・共同学科の開設
帯広・北海道大
岩手・農工大

Ｈ23 ・共同教育課程、
外部機関との連携など
教育研究体の充実

Ｈ25 ・共同学科（準備中）
岐阜・鳥取大

H24 ・モデル・コア・
カリキュラムの
一部改訂
・電子教科書等作成

(～H2６頃)

教育研究体制充実
モデル・コア・カリキュラム

策定・実施

○モデル・コア・カリキュラム
の見直し○共同学部の推進等、

更なる体制の充実

教育内容・方法改善教育研究体制充実

分野別第三者評価
導入・実施

H28頃～
・評価基準の確定
・トライアル評価

○第三者評価の本格実施

Ｈ23～
・評価の在り方検討
・評価基準案等の検討
･実施体制・方法等の検討

～H28
・評価基準の提示
・実施体制・方法等の決定

附属家畜病院・
実習環境の改善

○附属病院の高度化
○実習環境の充実
○外部機関との連携
教育体制の確立

共用試験
導入・実施

○試験の正式実施

・各大学カリキュラム
見直し

臨床教育等の改善
（臨床実習・衛生実習の実施体制の整備）

○各大学カリキュラムの
見直し

など

H24～
関係者間において速やかに
検討・実施に着手
・評価基準案の提示
・実施体制・方法の検討
・自己点検・評価の試行

H25～
・共用試験の試行
・試験内容・評価
方法の決定
・実施体制等の決定

Ｈ23～
・試験内容、評価の
在り方等の検討
・実施体制等の検討

H24   ・試験内容案や
評価基準案の提示

Ｈ23～
・附属病院・学内実習環境改善
・参加型実習ガイドラインの策定

H24～
早急に検討に着手
・実習内容の整理
・附属病院の高度化、学内
実習環境の改善等の方策
・外部機関との連携

国際水準の獣医学教育の実施に向けた改革工程とその進捗状況 （H24.8 改訂）
※ 工程に示した期間は、医学・薬学等の事例を参考にして、あくまで目安として示したもの
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